
教
育
政
策

　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
に
お
け
る
本
町
の
小
中
学

校
の
正
答
率
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
上

昇
し
て
い
ま
す
が
依
然
と
し
て
低
位
の
状

況
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
協
力
を
得
て
、
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
に
新
た
に

指
導
主
事
を
配
置
し
、
学
校
へ
の
指
導

を
は
じ
め
教
職
員
の
研
修
指
導
等
の
充

実
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

学
校
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）

や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
等
の
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
が

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の

有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
の

「
学
力
の
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

実
情
に
応
じ
た
特
別
教
育
支
援
員
を
配

置
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
低
学
年
は
、
学
校

生
活
の
基
礎
を
築
く
大
変
重
要
な
時
期

の
た
め
、
学
級
の
機
能
を
生
か
し
た
き

め
細
か
な
指
導
を
実
施
し
、
学
習
の
充

実
を
図
る
た
め
に
も
少
人
数
学
級
が
望

ま
し
く
、
平
成
22
年
度
か
ら
小
学
校
の

35
人
学
級
編
成
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で
は
、
市
町

村
合
併
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
支
部
の
統

合
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
年

４
月
か
ら
「
田
川
・
桂
川
支
部
」
と
い
う
組

織
に
な
り
、
旧
嘉
穂
支
部
は
桂
川
分
室
と
し

て
存
続
し
ま
す
。
実
務
的
な
業
務
は
、
従
来

通
り
桂
川
町
内
の
現
在
の
事
務
所
で
行
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

今
後
と
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策

　

福
祉
施
策
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
基
本
に
、

人
に
や
さ
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
今
年
１
月
末
現
在
で

24
・
６
％
で
す
。
こ
れ
は
５
年
前
と
比
べ
て

２
・
１
％
、
約
３
０
０
人
増
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
３
月
に

「
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

高
齢
期
を
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事
業

農
業
政
策

　

国
の
農
業
政
策
で
、
農
家
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、

農
地
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
Ｊ
Ａ
福
岡
嘉
穂
と
連
携
し

て
町
内
の
各
生
産
組
合
ご
と
に
説
明
会

を
開
催
し
、
国
が
目
指
し
て
い
る
食
糧

の
安
定
供
給
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の

維
持
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の

利
用
集
積
及
び
有
効
利
用
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
・
と
れ
た
て
村

は
、
昨
年
７
月
か
ら
開
始
し
、
12
月
か
ら

は
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
関
係
者
の
方
々
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
来
店
者
は
平
均
１
０
０
人
ほ

ど
で
す
が
、
農
産
物
出
荷
者
も
46
人
に
増

え
、
関
係
者
が
自

主
的
に
研
修
会
を

開
く
な
ど
、
積
極

的
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
桂
川
町
独
自

の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
後
の
活
動

に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
福
祉
施
策

　

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
の
基
本
は
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
で
す
。
昨
年
３
月

に
策
定
し
た
「
第
２
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
飯
塚
圏
域
障
が
い
者
地
域
自
立
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
桂
川
町
、
飯
塚
市
、
嘉

麻
市
及
び
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
議
し
、昨
年
の
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
施
策
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
障
が
い
者
共
同
作
業
所
は
、

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
役
員
交
代
等
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
運
営
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
は
、
通
所
型
介
護
予
防
事
業
に
加
え
、
頭

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
等
を
新
た
に
開
設

す
る
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
機
能
評
価
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
特
定
高
齢
者
に
は
、
要
介

護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
の
訪
問

指
導
な
ど
、
今
後
と
も
様
々
な
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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